
NIPPON KAIJI KYOKAI (ClassNK)

NII-Electronic Library Service

N 工PPON 　KA 工J 工　KYOKA 工　（ClassNK ｝

260 バ ラ ス ト水 管理条 約発 効 に 向 けた NK の 取 り組み

バ ラ ス ト水管理条約発効 に向けた NK の 取 り組み

材料艤装部

1．は じめ に

　 IMO に よ る と、一
年 間 に 全 世 界で お よ そ 30億 ト ンか ら50

億 トン の バ ラ ス ト水 が 船舶 に よ っ て 国際間移送 され て い る 。

1）
船舶 に と っ て バ ラ ス ト水 は 安全 航海の た め に 欠 くこ と の

で き ない もの で あ る が 、バ ラ ス ト水 の 排 出 が 海洋生 態系 の

保 全 に 重 大 な 影響 を 及ぼ す と され て い る 。 1988年 9 月の 第

26同海洋環境保護委員会 〔MEPC26 ） に お い て 、カ ナ ダ が

「五 大湖 に 排 出 さ れ る 船 舶バ ラ ス ト内 外国産 生 物 の 存在 お

よび そ の 影響」 に 関す る 研究文書 を提 出 し五 大湖 に 紛 れ込

ん だ外来種 の 生 物 に 対す る 懸念 を表明 した 。 米国 も同様 の

懸 念 を表 明 した。そ の 後、議 論 が 重 ね られ、2004年 2月 に

「バ ラ ス ト水管理 条約」 （条約）
“lnternational　Convention

for皿 〕e　Control　and 　Management 　 of　Ships　Ballast　Water

and 　Sediments，2004
”

が採 択 され る に 至 っ た。

　現在 こ の 条約 の 発効 の 見通 しは ま だ 立 っ て い な い が、近

年 の 地 球環境保護 に 対 す る 関心 の 高 まり を考える と、そ れ

ほ ど遠 くない 時 期 に 要 約 が 発 効 す る と予想 され る。

　 条 約 が 発 効 した場 合、20ユ0年 1月 1日以 降 建 造 の 5000m／t

未満 の バ ラ ス ト水 を保 有す る 船 舶 で は発効 の そ の 日に 条約

に 適 合 して い る こ とが 要 求 さ れ うる こ とに 注 意が 必 要 で あ

るっ

2 ．バ ラス ト水管理 条約

2．1　条約の適用

　バ ラ ス ト水 管理 条 約 は 、軍 艦、国 際 航海 に 従事 し ない 船

舶、バ ラ ス ト水 を移 送 しな い 船舶等 を除き、現存船、新造

船 を問 わ ず、お よ そ全 て の 船舶 に 適用 され る 。
バ ラ ス ト水

の 管理 は 荒天 航 海 用 に船 倉 に 漲 水 さ れ る バ ラ ス ト水 に も及

ぶ 。 た だ し、自動車 専用船な どの バ ラ ス トタ ン クで 、タ ン

ク が シ
ー

ル され、排出され ない 1’ermanent 　Ballastに は こ の

条約 は適用 さ れ な い 。ま た、港内な どで 全 くバ ラ ス ト水 を

排出せ ず、排出す る 場合 に は常 に処理施設等 を利用する の

で あれ ば バ ラ ス ト水管理条約 を満 た して い る と考 え られ る 。

こ の 場合、バ ラ ス ト水 の 受け入れ 施設 は IMO の 定 め た ガ イ

ドラ イ ン （G5） に 適合 して い る こ とが要求 され る 。

　 と こ ろ で 、実際の 条約適用対象 と な る船舶 が どの よ うな

船舶 か 直感 的 に 知 る た め に は総 トン 数或 い は船 舶 の 長 さ で

表現する とわ か りや す い
。

　総 トン 数 とバ ラ ス ト水容 量 との 関係 は 図 1の よ うに な っ

て い る v 図 巾 の デ
ータ はバ ル ク キ ャ リ ア、油 タ ン カー及 び

一
般貨物船 の もの で ある 。

　 最 初 の 条 約 適用 の 対象 と なる 区 切 りの 5000m 切 バ ラ ス ト

水容量 を 有す る 船舶 に つ い て 見る と、船種 に よ る 違 い は 大

きくな く、概略 10，000GT 付近 の 船舶 とい える 。

　 ま た、同 様 に 20ユ5乍か らD −2規則の 適用 を受け る 船舶 の

下 限側の 区切 りで ある 1500m3 の バ ラ ス 1・水 を有す る 船舶で

は 5000GT 程度 の 大 き さ と考 え られ る 。

　
一

方、船舶 の 長 さ とバ ラ ス ト水容量 との 関係 は 図 2 か ら

J
「 OOOrn3の バ ラ ス ト水量 を有 す る 船 舶 の 長 さ は お よ そ 130m

程度 と見 ら れ る 。 また、1500mi の バ ラ ス ト水 を保有 す る船

舶 の 長 さ はお よそ 70m と外挿 で きる 。

　 つ ま り、ハ ン デ ィサ イ ズ の ば ら積 み 船 相 当 の 船 舶 よ り小

型 の 船舶 が 最初 の 規則適用 を受ける こ と に な る 。
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3 ．バ ラ ス ト水排出基準

　バ ラ ス ト水排出基準 は条約 Annex　Regulation　D −2に単位

容積あた りの 排 M バ ラス ト水 中 に 含 ま れ る プ ラ ン ク トン な

どの 生物 の 個数、コ レ ラ菌、大腸菌、腸 球菌な どの 菌類の

株数 に よ っ て 表 1 の よ うに規定 され て い る 。

表 1 バ ラ ス ト水排出基 準 値

対 象 生 物 の 大きさ1種 類 排 出基準

50
μ

m 以 E 10個加
3未 満

10μm 以 E50μm 未満 10個 価 1未満

病毒性 コ レ ラ菌 lcfh／100ml未満

大腸菌 250cfU1100m1未満

腸球菌 100cfMOOml 未満

（ml ＝cc） （1ctfU＝colony 　forming　unit）

　 基 準 の 具体 的理 解 の た め に 古 い デ
ー

タ で あ る が 図 3 に

2001 年 の 東京湾 の 生 物濃度 に つ い て の デ
ータ （MEPC

52／2／19Harmful 　Aquatic　Organism　in　Ballast　Water 　sub −

mitted 　by　Japanに よ る ）を示す 。 1999年か ら2001 年 に 東

京 湾 （芝 浦 ） で 計 測 した 50 μm 以 L の サ イ ズ の 生 物濃度

（単位水量 あ た りの 生 物 の 個数）を 1999年 か ら 2001年 に か

け て 3 ヵ 月 ご との 計測値で 示 して い る 。

　 図 中、上 側 の 記 号
“
口
”

は計 測 期 間 中 の 最 大 値 を、下 側

の
“
口
”

は最小 値 を示 して い る 。 図4 に つ い て も同様 で あ

る D

　図 4 は 10μm 以 上、50μ m 未 満 の サ イズ の 生 物 濃 度 （単 位

水量 あ た りの 生物の 個数）を図 3 と同様に 1999年か ら 2001

年 に か け て 3 ヵ 月 ご との 計測値 で 示 して い る。

　図 3 と 図 4 の そ れ ぞ れ の 図 中 に 記入 した実 線 は 101生 物濃

度 レベ ル で 条約 の D −2規 則 に規 定 され る基準 （以下 、D −2基

準 とい う。）の 生 存生 物の 濃度を示 して い る。こ の 実線 と東

京湾 で の 計 測 値を比 較す る と、東 京 湾 の 水 をバ ラ ス ト水排

出基準値 に 適合 した水 にす る に は、大きい サ イズ の 生 物 濃

度で は10万分 の 1、小 さ い サイズ の 生物濃度で は 1千分 の 1

まで 下 げる 処理 を し な け れ ば な らない こ とが 分 か る。

4 ．承認 ・認定手 続 き

　 バ ラ ス ト水処理装置 は、バ ラ ス ト水処理装置承認 ガ イ ド

ラ イ ン に 従 い 主 管庁が 承認す る 。 船級協会 が 承認 して い る

例 が あ る が 、バ ラ ス ト水管理 シ ス テ ム の 承認 の た め の ガ イ

ドラ イ ン （G8） に お い て は、船級協会な ど に よ る承認 は規

定 され て お らず、各国政府 の 権限 の も と に 行 な っ て い る 原

型 承認で あ る 。
バ ラ ス ト水 を処理 す る た め に 活性物質 が使

用 され て い る 場合に は活性物質 を利用す る バ ラ ス ト水管理

シ ス テ ム 承 認 の 予順 （G9 ） に 従 い 、図 5及 び 図 6 の 手1］IS．で

IMO の 承 認 が 求 め られ る 。承 認 の 中請 は 主管庁 を通 じ て

IMO へ 提出す る 。 審査 は、活性物質が 海洋環境、船体、乗

組 員へ 与 える 影響 を評 価 し、環 境 に及 ぼ す影響 の 検証 を行

う もの で あ る 。そ の 検証 は IMO の 技術 グ ル
ープ で あ る

GESAMP （Group 　of　Experts　on 　the　Scientific　Aspects　of

Marine　Environmental　Protection） が行 な い 、そ の 検 言1Eが

満足 で ある と、GESAMP は IMO 　MEPC に最終承認 を勧告

し、MEPC で 審議 され る。

　 MEPC に て 装置が 承認 され る が、条件 が付 さ れ る 場 合が

あ り、実際 に 装置 を 選択す る 際 に そ の 条件 に つ い て の 検討

が 必要 で ある 。

　 そ の 後 ガ イ ドラ イ ン G8 に 従 っ て 、主 管庁 に よ る 陸上 試

験、船 上 試験 を経 て 原型承認 され 実際 に 装置 を船舶 に 設置

で きる よ うに なる 。船舶へ の 搭載時 に は個船 ご との 設置検

査 が G8 に よ り要求 さ れ て い る 。

4．1　 陸上 試験

　陸上 試験 の 概略 を図 7 に 示す 。 200m3 の 試験水 を処琿 し

て 5 日後 に 分析 し、D −2基準値 を満足 し て い る か 確認す る 。

海水 、淡水或 い は 汽水 か ら 2種類 の 水 を 選び、そ れ ぞ れ の

水 に つ い て 5 阿ず つ 試験 を繰 り返 し基準値 を満 た す こ と を

確認す る 。

　 選 ん だ試 験 水 を ボ ン プ で 汲 み 上 げ、テ ス トされ るバ ラ ス

ト水処 理 装置 を 通 して 処理 水 タ ン ク に 200m3 の 試験水 を排

出 す る 。

一
方、処 理 しな い 水を同量 未処理水タ ン ク に 採取

す る。そ の 5 円後 に サ ン プ リ ン グ を行 い 基 準 値 を満 足 して

い るか 確認する 。 未処理 タ ン ク に 採取 され た試験水 は 、 処

理 装 置 が 有意 な処 理 を行 っ て い る か を 比 較検証 す る た め の

もの で あ る。5 日間 の 問 に試 験 水 中 の 生 物 が 死 滅 した場 合 、

処 理 装置 の 効果 を確認で きな い とさ れ る 。

4．2　船上試験

　船 上 試 験 は 、一隻 以 上 の 船 舶 で 通 常 の バ ラ ス ト水 の 漲

水 ・排 水 オペ レーシ ョ ン を、バ ラ ス ト水 処 理 装 置 の 定格容

量 に て 6 ヵ 月 間 以上 に わ た り行 わ れ る。連続 3 回 の 化学的分

析 結 果 を主 管庁 に 報 告 す る。

　 こ の よ うに、こ の 水処 理 装 置 の 、承 認 に か か わ る 于続 き

ゃ 試験が膨大で ある こ と から、装置 に課せ られ る すべ て の

承 認 試験 を行 っ て すべ て の 船籍 国 政 府 の 承 認 を得 る こ とは

実際的で は ない 。そ こ で、ガ イ ドラ イ ン で は 主管庁 は 他 の

主管庁 の 監督下 で 行われ た試験 に 基づ い て 原型承認書を発

行す る こ とが で きる と し て い る。
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　　図 4　東京湾 に お け る 10〜15 μ m の サ イ ズ の 生物濃度

単純希釈モ デル での推定排出時間と実
験室規模データのみが必要

既存の登録された関連書類を提出して よい

評価 （Confidelltial）

リス クの特徴 と評価
IMO による基本承認とIMO へ の報告

活性物質承認の ために IMO はリス トを締
約国へ 回覧する

図 5　基本承 認 の 手順
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製造者

テス トベ ッ ドで の 全 シ ステ ムで の排出試験

IMO の 加盟国

デー
タセ ッ トの

追加要求 IMO

lMO テクニ カル グル ープ

IMO （MEPC ）

IMO の加盟国

基本承認を得た活性物質の 使用

IMO ガイドライン に基づ く原型
承認

排出バ ラス ト水中の 残存毒性
を某本承認時の評価とあわせ

て確認

活性物質を使用 したバ ラス ト

水処理装置の承認

承認の
一覧を公表

　 図 6　最終承認の 手順

未処理水タン ク

（200m ”
）

i
　 　 　 ▼

i〔〕8
サンプリングタンク

図 7　陸上 試 験
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5．承認 品の 概要

　承 認 され た 装 置 を含 み、現在承 認 申請 中 の 装 置 を表 2 に

示 す 。2009 年 7 月 1 日現 在 、次 の 7 装 置 が G9 （Venturi

Oxygen　Strippingを除 く）及び G8 の 承認 を受け て い る 。

　　 1．Alfa−Lava1−PureBallast

　　 2．Ocean　Saver　AS −OCEAN 　SAVER

　　 3．Hamann −SEDNA

　　 4．NEI 　Treat皿 ent −Venturi　Oxygen　StripPing

　　 5．Techcross　lnc，−Electro−Cleen　Sys．　tem

　　 6．Hyde　Marine　Inc．−Hyde　GURDIAN

　　 7．Optimarine　As−OptiMar　Ballast　System

　バ ラ ス ト水処 理装 置 の 般 的 な 基本的 コ ン セ プ ト は 次 の

通 りで ある。（図 8参 照 ）

　バ ラ ス トポン プで シ
ー

チ ェ ス トか ら取水 しフ ィ ル タ
ー

に

送 り、通 常 50μ m 以 上 の 大 き さの 生 物 や ご み を 取 り除 く。

その 後機械的 、 薬品 に よる細菌の 殺滅処理 を行う。そ して、

そ の 処 理 水 をバ ラ ．ス トタ ン ク へ 漲 水す る。デ バ ラ ス トは バ

ラ ス トポ ン プ で バ ラ ス トタ ン クか ら バ ラ ス ト水 を 取 水 し、

水質の 調 整 が 必 要 な 場合は水質調整 を行 っ た後、船外へ 排

出 す る。

　 微 生 物 や 細 菌 な ど の 殺 滅 処 理 は 化学 的 方 法 に よ る もの が

主流 で ある。水 に紫外線を照 射す る、水 中 の 酸
．
素量を低 下

させ る、オ ゾ ン な どの 化学物質 を添加 しそ の 殺菌力 を利用

す る と い っ た もの で あ る 。紫外線 を利 用 す る もの を 1徐 き、

化学物質を利用す る装置の 場合、そ の 化学物質 は 先 に述べ

た G9 承認 を受けなければ ならない 。尚、イナ
ー

トガ ス を添

加す る 装 置 に つ い て は イ ナ
ー

トガ ス そ の もの が 化学物質 で

は ない こ とか らG9 承認を要 しない と され て い る。

表 2　現 在承 認 申請中の バ ラ ス ト水処理 装置 （承 認 済 み の も の を含 む ）

装置   物理 作用   薬剤、ガス   電 気分 解装 置   中和剤
  lnjector，
洗浄装 置等

Clcar　BaUast 急速攪拌層、 無機凝 集剤磁性 粉、 回収フ ロ ッ ク処琿装 置

緩速攪拌層、 高分子凝 集剤

磁気分離装置、
ブイル タ

ー
分離装 置

JFE−BWMS フ ィル ター、 次 亜 塩 素酸 ナ トリウム 亜硫 酸 ナトリウム

キャビテ
ー

ション （UN 　2693） （UM79D
NK −03　Bhlc　Ballasし 酸素発生装置 ＋ チオ硫酸ナ トリウム OzQne　Injector
SyStem オゾン発生装置

VOS ス トリッピングガス発 生 装 榿 ベ ンチ ュ リ管

（hljector）

聡lectro・Clcc皿 梅 水 電解装 置 チ オ硫酸ナ トリウム

SysIemPurcBall

乱 st ブイル タ
ー

光 触媒 装 置 （AO ） C［P （洗 浄装 置〉

Hyde 　Marine フィル ター uv
SystemClean

　Ballast フィル タ
ー

電 気 分 解 装 置

（Ectosys）
SEDN へ　System サイクロ ン＋ PeracLean 　Ocea11　（Class

フィル ター 5．2）
Ec〔エchlor 　BWPI’ フィル タ

ー II2SO4、
＄ystern Pura亡e （UN 　2428）
Ocean 　Saver ブイル ター＋ 空 気圧 縮機 ＋ 電 気分解装置 チ オ硫 峻ナ トリウム EjectQr

キャ ビテ ーション N2 発生 装 置 〔C2E ）
（C3T ）

SP−Ilybrld プレフイル タ、 酸素発生 装 置、 脱気層 排水 処理層 オゾン注入装置
BWMS 　Combined スペ シヤ ル パ イプ オゾン発 生 装 嵩
with 　Ozone
Treaしmcnt

OPdMar フ ィル ター UV
Ballast　System

シーチ ェ ストから取水 バ ラス ト・ポンプ

厂
一’一

満 i三
＝ 二

董孟斎
二

「
燐 水

…
」一一一一一一一一一一レ
　　　　　　　　 水質調整

　　　BWMS 　　　　 タンク漲水

・一・一・一・一・一・一・一司レ
　　　　　　　　　船外排出

図 8　バ ラ ス ト水処 理 装置
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以 下 に 代表 的 な装 鴛の 概 要 に つ い て 説 明 す る。

5．1　 ピ ュ ア バ ラ ス ト

　水生 生 物 の 殺 滅 処 理 に 船 外 か ら持 ち込 み の 化 学 薬 品 を使

用 して い な い
。 第

一
弾の フ ィ ル ターに よ り大水 生 牛 物 を ご

み と と も に除去す る 。 そ の 後、二 酸化チ タ ン に 光が 当 た る

こ と に よ っ て 発 生 す る ラ ジ カ ル に て 水 生 生 物、細 菌 類 の 殺

滅処理 を行 う。 ラ ジ カ ル は 不対電子 （unpaired 　electron ＞

を有す る原子 や 分子。二酸化 チ タ ン は 白色 顔 料 や 食 品添加

物、歯磨 き粉 な どの 原 料 と して の 使 用 さ れ て い る。二 酸化

チ タ ン 光触媒 は特 定 の 波 長 の 光 が 照 射 さ れ る こ と に よ り、

活性酸素や ビ ドロ キ シ ラ ジ カ ル （OH ラ ジ カ ル ）な ど を発

生 し、これ らの 物質は シ ッ クハ ウス 症候群 の 原 因と な る ア

ル デ ヒ ド類 や ダ イ オ キ シ ン や 環 境 ホ ル モ ン 、に お い な ど、

様々 な有機化学物質を安全 ・
容易 に分解する こ とが で きる 。

太 陽 光 や 蛍 光 灯 の 光 に よ っ て も光触媒機能 は 発 現 す る。

OH ラ ジ カ ル は消 毒や 殺 菌 に 広 く使 わ れ て い る塩 素 や次 亜

塩 素酸 、 過酸化水素 、 オ ゾ ン な ど よ りは る か に強 い 酸化力

を持 つ と され る。バ ラ ス ト水 の 排水時 に再 度 、水処 理 装 置

を通 す 必 要 が あ る。

図 9 　
“

ピ ュ ア バ ラ ス ト
”

5、2 　オ
ー

シ ャ ン セ ーバ ー

　船外か ら の 持込 み の 化学物質 は な い 。取 り入 れ た バ ラ ス

ト水 は フ ィ ル タ
ーを通 し50μ m 以 上 の 大水生 生 物、ごみ を

取 り除 く。キ ャ ビ テ
ー

シ ョ ン 装 置 で 殺 菌 し、船内で 精製 さ

れ る 窒素 ガ ス 、さ ら に 電気分解 に よ り発 生 し た水酸基 イ オ

ン を添加 し水生 牛 物、菌類 の 殺滅処理 を行 う。

図 10　
‘‘
オ
ー

シ ャ ン セ
ーバ ー”

5．3 　ベ ン チ ュ リ オ キシ ジ ェ ン ス トリッ ピ ン グ

　船外 か ら の 持込 の 化学物質は な い 。バ ラ ス ト漲水時 に イ

ナ ートガ ス を バ ラ ス ト水 にベ ン チ ュ リ管 を使 っ て 吹 き込 み、

水 の 酸素濃度 を 低下 させ 殺滅 処 理 を行 う。航 海中 もバ ラ ス

トタ ン ク を イ ナー
テ ィ ン グ し水 生 生 物 な どの 増殖 を防止 す

る 。 そ の た め、バ ラ ス ト水の 酸素濃度が低 く生 物が 生 息 で

きな い た め 排 出 時 に大 気 中 の 空 気 をベ ン チ ュ リ管 に よ り吹

き込 み な が ら排 出 す る。

L−… …
輌巨壷 郵

一一一一一一一一一一一一一一

t 船外排出

図 11　
“

ベ ン チ ュ リオ キ シ ジェ ン ス トリ ッ ピ ン グ
”
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266 バ ラ ス ト水 管埋 条約 発効 に 向け た NK の 取 り組み

5．4 　 エ レ ク トロ ク リ
ー

ン

　船外 か らの 持込み 化学物質 は な い
。 電解装置 に て 生 成 さ

れ る Hypochlorite（次 亜 塩 素酸 ナ トリ ウ ム ）、　 Radicalに よ

り細 胞核 を破壊 し酸化 還 元電 位 〔ORP ） に よ り細 胞 膜 を破

壊 して 殺滅処理 を行 う。

一
方、バ ラ ス トタ ン ク内 で の 微生

物 の 再生 を防 ぐため Hyochloritcをバ ラ ス ト水 中 に 残留 させ

て い る 。 そ の た め 、バ ラ ス ト水排 出時 に 残留 し て い る

Hypochloriteをチ オ硫酸 ナ 1・リ ウ ム を 加 え る こ と に よ り中

和 す る必 要 が あ る。

タンク排水

シーチ ェ ス トか ら取水 バ ラス ト・ポン プ

「

：

：」一一一一一一一一尸一

電解装 置

水処理 タンク漲水

水質調整
クロ ラインの 中和

＿＿＿＿＿＿＿＿＿み＿一＿
船外排 出

図 12　
“

エ レ ク トロ ク リ
ー

ン
”

6．現存船 へ の 設 備時の 問題点

　 バ ラス ト水 処 理 装 置 メ
ー

カ
ー

が 船舶へ の 搭載 につ い て サ

ポー
トして い ない 場合、過去 に その 装置 を 搭載 した例 な ど

を 参考 に し て 装 置 の 搭載環境 な どの 制限 を 調査 す る こ とが

必妛 と考え られ る。そ の 調査結果から装置 を選択 し、設置

場所 の 選定、配管、電気配線 な ど を設計す る こ と に な る だ

ろ う。

6．t　設備場所

　 設置場所 と して 可能 と考 え られ る の は、E甲板、船尾 甲

板、機関室、操舵機室或 い は貨物倉内や トッ プ サ イ ドタ ン

ク 内が 考 え られ る 。 タ ン カー
で あ れ ば ダ ブ ル ハ ル ス ペ ース

も挙げ られ る。

　 こ れ らの 中で 機関室が 最 も設 置 し易い と考 え られ る ス ペ

ース で あ ろ う。 機関室 は バ ラ ス ト水処 理 装置 に必要 な 周辺

機器類 が 集中 して 配備 さ れ て お り最 も合 理 的 な ス ペ ース と

い え る だ ろ う。一
ノiで 、近 年 の 船 舶 で は 貨 物 区域 をで きる

限 り最人 にす る た め に機関室 の ス ペ ース を L）Jり詰め て お り、

設置場所 を 地つ ける こ と は 困難 が 予 想 され る。また、機関

室 内 に 装 置 を配 置す る 場 合、装 置 に使 用 され て い る機 器 或

い は 使川 され て い る 活性 物質 な ど が機関室 の 安全性 を損 な

わ な い か ど うか の 検討 が 必 要 で あ る。処理 装置 は 船舶 の ど

の 場 所 で 使 用 さ れ る か 隈 定 さ れ て い な い こ と か ら G8 及 び

G9 で 承認 され て い て も注 意が 必 要 で ある 。そ の よ うな制限

をク リア にす る た め に G8 で 承認 さ れ た もの を
一

部変更す る

場 合、G8 の 再 承 認 が 要 求 され る か ど うか 事前 の 確認が 必要

と考え ら れ る。

　上 甲板 上 に設 置す る 場合、1二『コ板 F．に 積載す る 貨物 の 量、

積載場 所 が 制 隈 され る と同 時 に通常荷役 の 障害に な る こ と

が 考え ら れ る 。また 、荒天 航海中に 船首部へ の 乗紲員 の 安

全なア クセ ス が 阻 害 さ れ る 恐れ もあ り船主 と と もに
一
卜分 な

検討 を 要す る。

　 船尾甲板 トに ス ペ ー
ス が 取れ る 場合、そ こ も選択肢 と な

りうる の で は ない だ ろ うか、、通常、バ ラ ス ト水配管 は 機閧

室前端隔壁 の 近傍 に 配管 さ れ て お り、こ の 大ロ 径 の 配 管 を

船尾甲板上 へ 導 くこ と は合理的で は な い か も しれ な い が 、

設置場所 が 見つ か らな い 場合 に は検刮 の 余 地 が あ る の で は

な い か 。

　 タ ン カーな どで は ポ ン プ ル
ーム は最有力候補 で あ る 。 た

だ し、装置が 防爆仕様 と な っ て い な けれ ば な らな い 。ポ ン

プ ル
ー

ム は空 間の 高 さ も十 分 で あ り、現在 の ス ペ ース に 不

足 が あ る場合 に は 中間デ ッ キ を増設す る こ と で 処 理 装 鴛 の

設置場所 を確保 で き る の で は な い だ ろ うか。

　操舵機室 は船 内で ス ペ
ー

ス の 余裕 の あ る場 所 と考 え ら れ

る 。 天 井が 高く、配置 され て い る 機器間 の ス ペ ース も比 較

的余裕 が あ る。

　 トッ プ サ イ ド ・タ ン ク 内、タ ン カ
ー

で は 、ダ ブ ル ハ ル バ

ラ ス トタ ン ク 内 、 貨物倉内な ど も検討 の 対象 と す る こ と が

で きる。

6．2　電気設 備

　大小 の 違 い は ある が、ど の バ ラ ス ト水処 理 装置 を選択 し

て も船内消費電 力 は 増 加す る。活性物質を使用 して い る 装

置 で 活 性 物 質 を船 内 で 生 成 す る シ ス テ ム は 消 費す る 電力 が

大きい 傾向が あ り、処 理 す る 水量 に もよ る が 1200KWh に

及 ぶ もの もある。船内に備 えら れ て い る 建造時の 発竃 機容

量 は 概略 5000皿
3
の バ ラ ス ト水 を有す る 船舶 で は 400KVA 　x

2stcs〜500KVA 　x 　2setsが 多い とみ られ る 。 現存船 で は 消

費電力 の 大きい 装置を設備す る 場合、発電機 の 増設が 必要

に なる 恐 れ もあ る。

　油、ケ ミ カ ル タ ン カ
ーな ど危険貨物 を積載す る 船 舶 で は
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防 爆仕様 と な っ て い な い 電 気機器 は 使 用 で き ない 場 所 が あ

り、防 爆 とな っ て い る 装 置 を選 択 す る か、安全 な場 所 に設

備す るか の 検討が必要で あ ろ う。

7 ．運 航時 の取 り扱 い

　　一危 険 場 所 で の 防爆 機 器 の 使 用

　　一バ ラ ス ト水 の 排出 時 の サ ン プリ ン グ装 置 の 設 置

　　一安全運航 に必要な発電容量 を確保して い るか

　検査完 了後に は 条約 に示 され る 国 際 バ ラ ス ト水管理 証 書

が 船籍 国 政府 か ら発給 され る こ と と なる。

　バ ラ ス ト水処 理 装 背 の 取 り扱 い に つ い て、装 置 そ の もの

の 操作性 や 取 り扱 い が 容易 で ある こ とも重要 で あ る が、シ

ス テ ム と して の 取 り扱 い の 容易性 も無視で きない と考え ら

れ る 。装置 を船舶 に設 備す る 際、設 置す る ス ペ ース の 制限

に よ りバ ラス ト水処理 容量 の 小 さ な装置 とせ ざる をえない

場合や、冠気容量が不足 して い る た め他 へ の 電力使用 の 制

限 を前提 とす る 場合、荷役速度の 制限が 起 きる 可 能性 や 、

誤 っ て 他 の 設備を起動 した 場合 の ブ ラ ッ ク ア ウ トの 可 能性

に つ い て も検討が 必要 と考え られ る。船外 か ら薬剤 の 供給

を受け る 装 置で は 薬剤の 供給 の ため の ネ ッ トワ
ー

ク が 計画

の 航路 を含 ん で い る か の 検討が必要 となる 。 消耗品が ある

場 合 も 同様 で あ る 。フ ィ ル タ ーを 有 し な い 装 置 で は

Sediment の 堆積 が 考 え られ、陸揚げの 方法 も検討 の 必要が

ある か も しれ ない
。

お わ り に

　条約が発効 し、2015年 以 降、現存 の 小型船舶が 条約適用

の 対象に なる と、どの よ うに バ ラ ス ト水処理装置 を設備す

る か が 大 きな課題 と な っ て くる と考えら れ る 。限 られ た ス

ペ
ー

ス の 中に 装置 を設備す る た め に 知恵 を絞 ら な けれ ば な

ら ない だ ろ う。NK で は 、さ ま ざ まな装置の 設備例 や 調査

をも とに して 、どの よ うな装置 が どの よ うな船舶 に 有利 か

相談、問い 合 わ せ に 応 じら れ る よ うに 準備 して い きた い と

考 え て い る 。

8． 図面 承認 ・検査 ・証書

　現在、NK で は 検査 関連 規則 の 整備 を 急い で い るが 、条

約 が 発 効 して い な い こ と もあ り、処理 装 置の 船 舶 へ の 設備

に対 す る図面 承認 、 設備時 の 検 査 項 目 、 処 埋 装置 の 試験方

法 な ど具体的 に して い くこ と と して い る 。

　 設 備 そ の もの に つ い て は、原 型 承 認 さ れ て い る こ とが 必

要 で あ り、 出 荷時 の 装置 の 品質 の 確認 を 除 き、そ れ以 上 の

検査 は 不要 と考えて い る 。 した が っ て、船級の 検査 は 装置

の 設備 前 に 図 面 調 査 を行 い 、設 備 後、装 置の 取 りイ・1け状 態 、

作動状 態等 を確認す る こ と に な る。

　提 H．1「が 必要 と考え られ る 図 面 は次の 通 りで ある。

　　一原 型 承 認 書 （G8） （船 籍 同 政 府 が 発 給 し た もの ）

　　一バ ラ ス ト水管理 計画

　　一一
般 配 置 図 （装 置 の 配 置 に 関す る もの ）

　　一酎 管 系 統 図 （船 体 及 び 機 関）

　　一電 気配 置 図 （電 力 調 査票、短絡 電 流 計算書、防爆仕

　　　様 を含む）

　　− k電 路系統 図

　　一そ の 他 （
一
般 配 置 図等 の 調 査後必要 と さ れ る 図 面）

　 図面調 査 で は 次 の 点 を 考慮 し な が ら、処理 装置が 船舶 の

安全運航 を 1‘目害 し な い か ど うか に つ い て 現行 の 鋼船規則、

条約な どの 規則 に よ っ て 確認す る こ とに なる 。

　　一薬剤 タ ン ク の 安全 な設 置場所

　　一薬剤 の 船内へ の 安 奈 供給 と取 り扱 い

　　一危険バ ラ ス トと安全 バ ラ ス トの 分離
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